
　　　　　　　　　　　　　専門医資格等　日本皮膚科学会皮膚科専門医
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都大学医学博士
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都大学医学部臨床教授
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都皮膚科医会理事
　　　　　　　　　　　　　専 門 分 野　皮膚科一般
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皮膚免疫
　　　　　　　　　　　　　得 意 疾 患　乾癬、掌蹠膿疱症
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糖尿病足病変

□ スタッフ 令和2年10月1日時点

氏　　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患
医 師 渋谷　 真実 日本皮膚科学会皮膚科専門医 皮膚科一般
専 攻 医 鄭　　 相絃 皮膚科一般
専 攻 医 飯岡　 孝英 皮膚科一般

□ 診療科の特徴

施設認定等 日本皮膚科学会専門医研修施設
生物学的製剤使用承認施設

１．乾癬、アトピー性皮膚炎、慢性蕁麻疹、掌蹠膿疱症に対して生物学的製剤による治療を行っています。
２．  糖尿病、悪性腫瘍など基礎疾患を持つ蜂窩織炎、帯状疱疹などの感染症や難治性潰瘍など、総合病院の特
色を生かして他科と密に連携して治療しています。

３．地域の他病院から紹介された診断困難な症例、難治例、重症例なども多く受け入れています。

□ 主な対象疾患
尋常性乾癬、乾癬性関節炎、掌蹠膿疱症、アトピー性皮膚炎、接触皮膚炎、うっ滞性皮膚炎、蕁麻疹、薬疹、水疱
症、細菌感染症（ざ瘡、蜂窩織炎、丹毒、伝染性膿痂疹、など）、
ウイルス感染症（帯状疱疹、単純疱疹、カポジ水痘様発疹症、尋常性疣贅など）、
真菌感染症（足白癬、股部白癬、爪白癬、カンジダ症など）、
皮膚潰瘍、皮膚腫瘍など

□ 診療（業務）内容
乾癬：治療が急速に進歩し、難治の皮疹や関節炎のため生物学的製剤の治療を受ける患者さんが増えており、
スクリーニング検査を行い適応を決め、投与しています。
掌蹠膿疱症：病巣感染などの原因検索を行って治療しています。
アトピー性皮膚炎：外用剤や免疫抑制剤内服で十分改善しない場合、生物学的製剤の注射を行っています。
蕁麻疹：抗アレルギー剤内服で効果不十分な場合、生物学的製剤の注射を行っています。
糖尿病に合併する皮膚疾患：糖尿病と関連した難治性足潰瘍や皮膚病変を、糖尿病科、形成外科、血管外科、整
形外科、循環器科などと連携して診療しています。
帯状疱疹（ヘルペス）：重症度に応じて、抗ウイルス剤の内服、或いは入院で点滴治療を行っています。
爪白癬：難治な爪の水虫には抗真菌剤の内服治療を行っています。
接触皮膚炎：かぶれの原因検索に、パッチテストを行っています。
薬疹：重症薬疹は入院で治療しています。

診療科長
十一　英子
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水疱症：天疱瘡の中等症以上では血漿交換療法や免疫グロブリン大量療法を行っています。
診断・治療のために積極的に皮膚生検を行っています。

□ 診療実績（令和2年度）
入院患者数

1日平均患者数 新入院患者数 平均在院日数
3.1名 53名 19.4日

外来患者数
1日平均患者数

56.2名

主な手術･検査の件数など
皮膚生検 皮膚切開術 皮膚皮下腫瘍摘出術
179件 46件 31件

□ 学術活動報告（学会・研究発表など）
・  ラムシルマブ投与中に皮膚に血管腫が多発した1例
　　飯岡孝英，岡本奈都子，鄭　相絃，渋谷真美，藤田浩平，十一英子
　　第468回　日本皮膚科学会京滋地方会　2020/12/19　京都
・  乾癬治療－Bioの歴史から実際の診療の留意点まで－
　　十一英子　講演　第113回近畿皮膚科集談会スポンサードセミナー 2020 7/19 神戸（WEB）
・  作用機序から考える抗IL-23p19製剤の可能性
　　十一英子　講演　Psoriasis Expert Web Seminar 2020 8/1 WEB
・  抗IL-23p19抗体の最適な使用法を考える
　　十一英子　講演　第35回日本乾癬学会学術大会モーニングセミナー 2020 9/13 WEB
・  乾癬診療について知っておきたいこと
　　十一英子　講演　Dermatology Remote Seminar 2020 10/1 WEB
・  トレムフィアはステラーラの進化形となり得るか？
　　十一英子　講演　Biologics Virtual Symposium～トレムフィア発売2周年記念～ 2020 10/5 WEB
・  生物学的製剤導入時のスクリーニング検査－どこまで、どのように－
　　十一英子　講演　京滋Psoriasis Forum 2020 ～ Webセミナーシリーズ～ 2020 10/23 WEB
・  ステラーラの開発、皮膚科での長期使用経験から
　　十一英子　講演　Immunology Cross Conference Web Seminar 2020 11/16 WEB
・  作用機序と臨床効果から抗IL-23p19抗体の有用性を考える
　　十一英子　講演　Expert Web Seminar 2021 2/25 WEB

□ 投稿論文など
・  岡本奈都子，臼居駿也，小亀敏明，林雄二郎，十一英子　座位で睡眠をとる高齢女性にみられたうっ滞性症候群の2例．　皮膚科の臨床　
62（5）:611-614, 2020

・  十一英子　掌蹠膿疱症の動物モデル．乾癬・掌蹠膿疱症　病態の理解と治療最前線　333-334 山本俊幸編　中山書店　2020
・  Otake-Irie H, Nakajima S, Okamoto N, Toichi E, Nomura T, Kabashima K.  Prolonged acute generalized exanthematous pustulosis and 
atypical target-like lesions induced by hydroxychloroquine. J Dermatol. 2020 Nov 47（11）;e387-388. 2020 Aug 8.
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